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科学？それとも宗教？
　インテリジェント・デザイン
わ か り や す い　　　　　　　　
　    インテリジェント・デザイン
　ときおり宇宙から地球に到達する電波に対し
て、「この規則性を持った電波は、偶然では生ま
れない。きっと知的生命体が発信したものに違
いない」と、地球外の生命体の存在をにおわす
コメントを聞くことはありませんか。このよう
に、わたしたちは理解できない現象や現在の理
論で説明できない事象に接したときに、ロマン
チックに人類を超える知性に原因を求めること
があります。そうはいっても、真剣に未知の知
性あるものを想定して、それを森羅万象の設計
者とするのがインテリジェント・デザインです。
聖書は欧米の常識
　日本でも米国でも、政治と宗教を分離して、
信仰は個人の自由です。ところが、アメリカを
見てみると歴代の大統領はすべてクリスチャン
です。現大統領のトランプ氏は愛読書を聖書だ
と公言するほどです。宣誓においても義務では
ありあませんが、聖書に手を置きます。
　アインシュタインの名言 “Before God we are 
all equally wise and equally foolish.（神の前に
おいて我々は平等に賢く、平等に愚かである。）”
のように神という言葉が普通に用いられていま
す。また、紙幣には “IN GOD WE TRUST（我々
は神を信じる）” と印刷されています（図 1）。
そのため、米国には、キリスト教的な「見えざ
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インテリジェント・デザイン
　インテリジェント・デザインとは、生命をは
じめ地球上、宇宙などのすべての現象が壮大な
未知の知性によって設計されたとする説です。
人類がどのようにして生まれたかを題材に、進
化論と創造説そしてキリスト教の科学観を織り
交ぜながら、インテリジェント・デザインを解
説したいと思います。
科学と宗教
　まず、お断りしたいことは、筆者の姿勢です。
科学は真理を探究するものであり、探求によっ
て得られる知見は日々増え続けるものです。こ
れに対し、宗教は信仰のもとになる経典に書か
れている内容あるいは教義に忠実なものです。
そのため、ここではインテリジェント・デザイ
ンと関係が深いキリスト教も解説しますが、宗
教そのものについては議論しません。
　宗教と科学は敵対するものではありません。
教義は何千年たっても絶対的なものです。なぜ
別世界のものが結びつくのか。その理由は、あ
る宗教にとって、科学が教義の正当性を証明し
てくれるものと考
えたからです。つ
まり、科学的な証
明を証拠に、人の
信頼を得ようした
からです。
●  特集  オカルト・超常現象を科学する !
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る国教」があると言われています。
　米国民の信仰に関する面白い統計がありま
す。それによると、米国の科学者の約 4 割が
神の存在を信じており、1916 年から 80 年も
経過した 1996 年でもほとんど変化がなかっ
たそうです（表 1）。これがなんと科学雑誌の
最高峰である Nature ( ネイチャー ) に載って
いたため、ウォールストリートジャーナルを
通して広く一般に伝えられました。
いないのですが、インテリジェント・デザイ
ンを信じる割合は科学者も一般人も差はなく 4
割もいたそうです（表 3）。これこそ、インテ
リジェント・デザインが持つ魅力のためなので
しょう。
表 1　米国科学者の信仰変化
1916 年 1996 年
 神を信じている 41.8 % 39.3 %
 信じていない 41.5 % 45.3 %
 懐疑的 16.7 % 14.5 %
　この論文の著者であるラーソン博士は、その
反響に驚いたのか 1998 年に、今度は米国アカ
デミーの会員であるリーダー的な科学者に限定
して分析しなおし、もう一度 Nature に発表し
ました。すると、リーダー的な科学者が神の存
在を信じる割合は、非会員の科学者に比べて低
く、1998 年には 1 割を切ったそうです（表 2）。
残念なことに、後者の情報をマスコミが取り上
げることはありませんでした。
　また、調査会社のギャラップ社によっても、
科学者は一般人と違い創造説をほとんど信じて
ダーウィンは
　ダーウィンは、エディンバラ大学で医学と地
質学を学んだ後、ケンブリッジ大学でキリスト
教神学に進み聖職者になろうとしました。その
ため、彼が神を信じ、創造説のもとに立ってい
たと考えるのは当然です。しかし、ダーウィン
はもっとも興味のあった博物学のもとで多くの
実証に触れ、進化論にたどりつきました。もち
ろん、ガリレオ・ガリレイが地動説を唱えて異
端扱いを受けたことを知っており、教会からの
反発があることを予想していたため、慎重に進
化論を発表したようです。そして、第六版まで
の改訂の過程で多くの意見に耳を傾けて、第六
章「私の学説の難点」、第七章「自然選択説に
対するさまざまな異論」などを加えました。ま
た第十五章「結論」では、「本書の第一版が出
図 1　1 ドル紙幣の裏
1914 年 1933 年 1998 年
 神を信じている 27.7 % 15 % 7.0 %
 信じていない 52.7 % 68 % 72.2 %
 懐疑的 20.9 % 17 % 20.8 %
表 2　米国のリーダー的科学者の信仰変化
　　　　　　　　　　　Gallup 調査　1991 年
科学者 一般人
 人類は創造された 5 % 46 %
 神のガイドのもと進化した 40 % 40 %
 進化に神の関与はない 55 % 9 %
表 3　創造と進化の意識調査（1991 年）
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版された当時は、創造説が一般通念だったので
ある。」と状況を振り返り、「これらの学者たち
は、創造という奇跡に等しい行為に対して、…」
と創造説の学者たちに立ち向かった苦労を述べ
ています。
ローマ教皇の対応
　「種の起源」が出版された 1859 年当時のロー
マ教皇はピウス 9 世でした。教皇は「この学
説は歴史にも、全ての伝統にも、科学にも、観
察された事実にも、そして理性そのものにも矛
盾していますから、反論する必要がないように
見えます。」と無視しました。
　1894 年の第 3 回カトリック国際会議・人類
部会で進化論研究が採択され、カトリック教会
は、進化論の無視から容認に転換しました。
　1950 年ピウス 12 世の回勅（かいちょく）「フ
マニ・ゲネリス」を断片的に引用すると、「自
然科学の領域においてさえも十分に証明されて
いない進化論と呼ばれている学説」と、進化論
は科学的でないと批判的です。しかし、「人体
の起源を、すでに存在していた物質から発達し
たものとして探求するだけであれば、教会の教
導職は『進化論』の教えを禁じない」と進化論
は学問に過ぎないと置き、教皇庁は「進化論」
を容認し、その研究を継続しました。
　ついに 1982 年、教皇庁科学アカデミーは「種
形成や進化的変化の機構といった問題について
意見の相違があることを、われわれは率直に認
める。しかしながら、膨大な証拠によって、進
化の概念をヒトや他の霊長類に適用することに
深刻な議論の余地が無くなったことを我々は確
信している」と進化論を承認しました。さらに、
ヨハネ・パウロ 2 世は 1996 年の総会に向け
た書簡で「新たな知識によって私たちは、進化
論は単なる仮説にとどまるものではない、と認
めるに至っています。」と明確に伝え、これが
世界を揺るがしました。
　ただし、ローマ教皇が創造説から進化論に移
行したと読み解いてはいけません。カトリック
教会が伝えたいことは、ローマ教皇はつねに最
新の科学に目を向けており、科学的な判断で「進
化論」も一つの学説として認めるに足りると述
べたにすぎません。
聖書派の見方は
　キリスト教には多くの学派があり、ひとくく
りに語ることはできませんが、一般の方にはカ
トリック教会とプロテスタントがわかりやすい
でしょう。前者は聖書（神の言葉）のほかに聖
伝（説明し普及するもの）も教えの源泉にしま
すが、後者は聖書のみです。聖書派にとってみ
アダム エバ
２セツ アベル カイン
10 ノア
11 セム
20 アブラハム
34 ダビデ
35 ソロモン
60 ヨセフ マリア
イエス・キリスト
図 2　アダムの系譜（数字は世代数）
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ると、聖書に書かれていることに何かを加える
ことも何を削ることもできませんので、神が人
類を生んだという創造説は絶対です。
　ところが信仰を持つ科学者は、多くのジレン
マに遭遇します。とくに創造の 6 days のすり
合わせのため、多くの妥協説が生まれました。
・約 40 億年前の原始生命の誕生を押し込める
ために、聖書上の 1 日は数億年とする説。
・創造の 6 days の後、あるいは間に数億から
数十億年あったとする説などが現れては消え
ました。
ちなみに、聖書からアダムの誕生は紀元前
3,761 年となり、人類の年齢は約 6,000 年程
度と計算されています。なんと、アダムは 930
歳まで生きたそうです（図 2）。
無視できない進化論
　進化論の懐疑派から出されている疑念は多岐
にわたります。例えば、年代測定法に対する疑
念、ミッシングリンクに相当する化石が発見さ
れないことなどです。もちろん、これらに対す
る進化論派からの科学的な反論も多くあります
が、その溝は長く埋まりませんでした。
　しかし、世界に発信されたローマ教皇の「進
化論」容認発言に支えられ、聖書の記述のジレ
ンマを信者科学者が解消する手段を探るように
なりました。その 1 つとして、複雑な進化の
過程は偶然によるものではなく、自然淘汰を大
いなる力、未知なる知性によって設計されたも
のとして解釈することでした。これが、インテ
リジェント・デザインが欧米で受け入れられる
理由と言えるでしょう。
科学か宗教か ?
　多くの科学者が自然の摂理を探求し続けてい
ますが、まだまだ多くのことが解明できていま
せん。このような未知の問題に面したときに、
科学的な言い方では、「既知と未知を明確に区
別し、未知の問題に解を与えるように努力す
る。」です。ところが、その未知の部分に対し、
根拠が不明瞭なまま、「未知なる力」「未知なる
もの」がどうこうしたと擬人的に扱うと科学的
と言い難くなります。マスコミが面白おかしく
言うのは自由ですが、科学者を名乗る者が言う
べきではありません。そして、この未知なる力
を神と言い切ったとたん、その発言は科学と言
えず宗教になります。
　宗教サイドから言うと、神が人類に神のみわ
ざを科学的に理解できるようにしているのはご
く一部であるという思いもありますが、筆者は
科学と宗教は別であると考えています。
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